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◎ 第６回国際シンポジウム及びサテライト・セミナー報告 

８月６日～８日、東京・早稲田大学国際会議場井深大記念ホールで第６回バイ・ディジタル O－リ

ングテスト国際シンポジウム(第 14 回日本バイ・ディジタル O－リングテスト医学会)が開催されま

した。免疫革命で有名な新潟大学大学院・安保徹教授の免疫と自律神経の話、BSE-CJD-プリ

オン病のシンポジウム（Prion病の研究で有名なイギリスのJames W. Ironside教授、 金子 清俊

（国立精神・神経センター神経研究所疾病研究第七部部長）先生、水澤 英洋（東京医科歯科大

学大学院医歯学総合研究科脳神経機能病態学（神経内科学）分野教授）らの講演とDiscussion）、

や O-リングテスト創始者である大村恵昭教授の講演、ウクライナ国立キエフ医科大学の Victor 

P. Lysenyuk 教授、Pennsylvania 医科大学口腔医学の Dominic P. Luu 教授、ブラジル医学鍼灸

協会の Sumie 岩佐氏、セルビア・モンテネグロの Pristina 大学医学部のMomir Dunjic 講師らの

国内外からの招待特別講演の他、バイ・ディジタル O－リングテストの基礎、歯科への応用、

様々な疾患への応用・治療法、今後の発展の方向性などのテーマ別に口演が行われ、130 人の

参加者は熱心に質疑応答を行いました。7 日(土)には、O－リングテストで自分の健康を守ろうと

いうテーマで市民公開講座が開催され、500 人の一般参加者を集め、一般市民にはじめてＯ－リ

ングテストのやり方が紹介されました。（※Ｏ－リングテストのやり方を教えるために参加者全員

に同意書を署名・捺印し提出してもらっています。）今後、市民向けの公開講座が持たれていく方

向性にあります。 

 

 

 

 

 

特別講演をされた新潟大学の安保徹教授 

 

 

 

 

 

ＣＪＤについて講演される James Ironside 教授とシンポジウムに参加された先生方 



満員の市民公開講座会場 

 

 

 

 

 

 

                   市民公開講座における患者体験談及び講演 

 

 

 

 

 

 

O-リングテストの基本指の選択法と食品・衣類のチェック法をデモンストレーションされる大村恵昭教授 

弁当のおかずや 

衣類のチェック 

 
 
 
 
 



◎サテライト・セミナー報告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

癌のスクリーニング      True.ST36の位置の求め方についての解説 

Selective Drug Uptake Enhancement Methodの実演と夜遅くまで聴講した聴講者 
サテライトセミナーは、８月６日の PM5:00～Pm8:00まで開催され、Ｏ－リングの基本
指の選択法、指の引き方、胸腺の代表領域の求め方、癌のスクリーニング、True ST.36の
求め方、Selective Drug Uptake enhancement Methodの方法、Selective Drug Uptake enhancement 
Methodによる各パラメーターの変化等について講演及びデモンストレーションが行われ、
活発な討議がなされました。 
◎認定証及び感謝状授与 

前田華郎先生(2 Dan)、出口一樹先生(2 Dan)、今井浩之先生(2 Dan)、堀内信子先生(2 Dan)、
田中二仁先生(1 Dan)、大伴正総先生(1 Dan)、山口宏和先生 (1 Dan)、斉藤隆先生(1 Dan)、 
藤原良太先生(1 Dan)、福岡博史先生(1 Dan)、小山悠子先生(1Dan)、佐古新先生(1Dan)、 
大石恒子先生(1Dan)、真鍋立夫先生(1Dan)に認定証が授与され、外国からの招待講演者、
林原健（林原生物化学研究所）社長、戸部雄一郎（医道の日本社）社長に感謝状が贈呈さ

れました。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



◎今回、役員会・総会で決定した事項 
１．2005年の医学会は山村秀夫先生に大会会長を御願いする 
２．会員拡大のために、認定医を中心に、地方部会を結成し、医療有資格者にＯ－リン

グテストの初級の講習会を定期的に行っていく。 
３．会員枠を広げていく（歯科衛生士、理学療法士等） 
４．会員名簿の発行について 
  会員名簿発行のために、アンケートをとったが、会員の先生の回答数が少ないため

に、発行できずにいるが、回答無しの人は、名簿に全てを記載していいと承認した

ものとみなし、会員名簿を発行する。 
５．歯科部会は、福岡明先生が顧問となられ、小杉宗弘先生に歯科部会の会長になって

いただく。歯科部会の副会長は、福岡博史先生と堀内信子先生にやっていただく。 
６．会計収支報告書は、後日郵送する。 
７．今回、ＯＲＴ友の会会員に対して、自分自身の身を守る方法として、Ｏ－リングテ

ストのやり方を公開したが、認定医を中心に、各地方部会でＯＲＴ友の会の会員に

限り、身を守るためのＯ－リングテストを指導していく。 
 
◎富山県、朝日町で大村恵昭の講演会が開催される（7月 30日） 

７月 30日、大村恵昭先生の故郷である富山県朝日町でＯ－リングテストの講演会が
なされ、450名の会場が満員になり、別会場でビデオ中継をするほど、人が殺到し、
熱気にあふれる講演会だそうです。2005年７月に、朝日町の町立病院が完成したら、
Ｏ－リングテスト診療科が開設される予定です。 

◎第 20回国際鍼・治療学会開催及び参加の御願い 
第 20回国際鍼・電気治療学会が 2004年 10月 21日（木）から 24日（日）にニュー
ヨークのコロンビア大学で開催されます。奮って参加及び御発表を御願い致します。 

  ニューヨークの国際学会に参加すると、認定試験に必要な時間数のうち 40時間が加
算されます。また、認定医の先生がニューヨークの会で発表すると、 

  F.I.C.A.E. (Fellow of the International College of Acupuncture & Electrotherapeutics)の称
号が与えられますので、認定医の先生は、発表をされることを期待しております。 

  早割で１カ月前までに予約をすれば、ニューヨークまで往復で 10万円以内でいけま
すので、９月中旬くらいまでに参加を決定されれば、安い航空運賃でニューヨーク

に行くことが可能ですので、是非、御検討下さい。 
 
 
 


